
　2007 年 7 月 14 日（土）、ナーシングホー

ム気の里（愛知県豊橋市）にて、「平成 19

年度 第 2 回 豊橋食介護研究会」が開催され

ました。

　豊橋食介護研究会は「食」を通じて様々な

職種が連携し、地域に根付いた実践活動を行

うことを目的に、平成 16 年 10 月に発足。

歯科医師の松井 和博氏（松井歯科医院 院松井 和博氏（松井歯科医院 院

長）長）、看護師の田中靖代氏（ナーシングホー田中靖代氏（ナーシングホー

ム気の里 施設長）ム気の里 施設長）を中心に、食べられない

人を食べられるように支援するため、食介護

に関わる人材を地域で育て、地域ぐるみの

ＮＳＴづくりを目指し活動しています。

　今回の講演は、歯科医師の黒岩恭子氏（村黒岩恭子氏（村

田歯科医院 院長）田歯科医院 院長）を招いての「口腔リハビ

リテーション」。特に、口腔内が乾燥している、

口を開けてくれない場合など、困難事例への

対応法を参加者全員で実習しました。

　実際の患者さんの様子をビデオで観なが

ら、二人一組になり交代で「する立場」「さ「する立場」「さ

れる立場」を体験れる立場」を体験。オブラートを口の中に張

り巡らせ、乾燥した状態を作った類似体験で

は、呼吸がしづらく、口の中が動きにくくバ

サバサになり、食べるときには歯だけでなく

様々な筋肉を使っていること、唾液が必要な

こともよくわかりました。また、歯科で使う

ハリケーン麻酔薬を舌の半分に塗り、片麻痺

の状態になると、クッキーを食べても口の中

でうまくまとめられず、飲み物もうまく飲め

ず、味もまったくわかりませんでした。

　目的は「食べられる口」を作る「食べられる口」を作ること。なぜなぜ

食べられないのか、なぜ口を開いてくれない食べられないのか、なぜ口を開いてくれない

のかのか、相手の状態を理解し、その障害を回避

してあげる方法を個々に探る必要がありま

す。本来は、歯の表面に付いているプラーク
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を、歯ブラシを使ってきれいに取り除きたい

ところですが、唇が乾燥していたり、歯ぐき

がはれていると、歯ブラシを当てることを苦

痛に感じてしまう人もいます。だからといっ

て放置してしまえば、口の中に細菌が繁殖し、

誤嚥性肺炎を引き起こすことにもなりかねま

せん。また、口から食べることも困難になり、

脱水を起こしたり、低栄養になったりと衰弱

してしまいます。そうさせないためには「口

腔リハビリテーション」が必要なのです。

　唇が乾燥していて触れただけでヒリヒリと

感じてしまう人には、ガーゼに保湿剤をつけ

て唇にあてがることで、水分を含みやわらか

くなります。口を開けてくれない場合でも、

唇の角から必ず指が入るといいます。だから

といって強引に口を開くのではなく、原因を

よく見極め、乾燥していて痛みを伴う場合は、

人差し指の第二関節ぐらいまでジェル状の保

湿剤をつけて、口の中を潤してあげるなど配

慮が必要です。

　食べるときは顔を覆っている表情筋をすべ

て使います。表情筋が動きやすくなるように

マッサージをしていくと、同時に唾液腺も刺

激されるので、口の中が唾液で潤ってきます。

唾液には自浄作用があるので、口腔ケアの呼

び水として利用できます。口腔清掃ブラシや口腔清掃ブラシや

保湿剤など、口腔ケアグッズを上手に使いこ保湿剤など、口腔ケアグッズを上手に使いこ

なすなすことで、ほお袋の中の見落としがちな汚

れや、のどにぴったりと貼り付いた痰を浮か

せながら、上手に取り除くこともできます。

などなど、「なるほど！」と思えるテクニッ

クを、存分に披露してくれました。

『ハナさん』のホームページでも

下記のレポートをご覧いただけます。

●地域で支える食介護

　（愛知県豊橋市：豊橋食介護研究会）

●生きる力を支援する在宅介護ネットワーク

　（神奈川県茅ヶ崎市：村田歯科医院）



　2007 年 7 月 22 日（日）、社会福祉法人

浴風会 高齢者認知症介護研究・研修センター

（東京都杉並区）にて、「第 2 回　在宅栄養

ケアマネジメント推進フォーラム 07」が開

催されました。「他職種協働で栄養問題を改他職種協働で栄養問題を改

善していくネットワークを築き、栄養ケアス善していくネットワークを築き、栄養ケアス

テーションを実現テーションを実現させていきましょう」と、

在宅チーム医療栄養管理研究会代表 佐藤悦

子氏（管理栄養士）の挨拶で始まりました。

　第一部では、「在宅栄養ケアマネジメント」

に取り組んでいる 2 名の管理栄養士が、実

践報告をしました。

　茨城県日立市南部、東海村、ひたちなか市、

那珂町、茨城町近郊で居宅医療を提供してい

るいばらぎ診療所で、このエリアの居宅療養

管理指導を引き受け、一月に 60 件を一人で

こなしているのは古賀奈保子氏（管理栄養

士）。理想の食事を押し付けるのではなく、

栄養に関係のない話なども交え生活の様子を

伺い、できる範囲の方法を話し合って、結果

につながる指導を心がけているといいます。

　看護師や他職種と密に連絡をとり、ときに

は一緒に訪問するなど協力体制を整え、メ

ジャーや体重計、血圧計などを持参し、臨床

検査の結果も交え、BMI やアルブミン値など

プロの立場から根拠に基づく説明プロの立場から根拠に基づく説明をしていま

す。現在、管理栄養士は一人ですが、実践を

積んでいくことで仲間を増やしていく心意気

です。

　神奈川県茅ヶ崎市にある特別養護老人ホー

ム ふれあいの森の入所者は 70 名。併設の

通所介護事業所の定員は 30 名。1 回当たり

100 名の食事を 2 名の管理栄養士で担当。

施設の栄養ケアマネジメントが定着し、管理

栄養士としてのフィールドを広げるため、通

所介護事業所で栄養ケア・マネジメントを立

ち上げたという田中和美氏（管理栄養士）。

　栄養ケア・マネジメントを行うことで、利栄養ケア・マネジメントを行うことで、利

用者さんの何に貢献できるのか用者さんの何に貢献できるのかを探りなが

ら、他職種が実行できるシステムを確立。体

重、BMI などの推移を一目でわかるようエ

クセルでデータ化し、通所での栄養相談、ケ

アマネジャーと同行しての居宅訪問へと前進

させています。現在は地域の方々と栄養に関

する勉強会も実施。栄養士の活動について報

告し、何かあれば声をかけてもらえるよう、

活動の場の開拓にも力を入れています。

　第二部では、東京都老人総合研究所所長 

白澤卓二氏（医師）が「アンチエイジングな

食事　健康長寿のススメ」を講演。

　アンチエイジングライフ実践のポイント

は、「食事」「運動」「生きがい」。日頃の生活

が大きく影響するといい、健康長寿を伸ばす

食事は、「腹八分目」ではなく「腹七分目」

がおすすめとのこと。また、食事だけでなく、食事だけでなく、

運動すること、生きがいを持つことが大切運動すること、生きがいを持つことが大切。 

　よい環境を整えることで、高齢期になって

も脳の神経細胞が再生できることを、百歳を

超えてもお元気に活躍されていたプロスキー

ヤーの三浦敬三さん、日本舞踊の師範である

板橋光さんの実生活の様子や、お二人の肉体

年齢、老化の進み具合などをビデオに解説を

つけて紹介してくれました。

在宅チーム医療栄養管理研究会の活動に関しては

http://www.teameiyo.com/　にてご覧いただけます。

　　


